
完成平面図の位置ずれチェック方法
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作業フロー

１．公共測量成果検査支援ツールの起動

２．SXF形式ファイルの読み込み

３．車道部地物の抽出

４．ＫＭＬ形式ファイルの出力

５．ＫＭＬファイルと地理院地図との重ね合わせ
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以下のWebサイトより、「公共測量ビューア・コンバータ（psea Ver4.10）」をダウンロード

http://psgsv2.gsi.go.jp/koukyou/public/sien/pindex.html

①クリックしてダウンロード

１．公共測量成果検査支援ツールの起動

②ダウンロードした「PSEA41.lzh」を解凍

③解凍した「PSEA41」フォルダ内にあ
る「PSEA.ｅｘｅ」をダブルクリックで起動
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「CADデータ交換標準フォーマット（SXF）」をクリック

２．SXF形式ファイルの読み込み（１／３）
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①「直角座標系に変換する」をチェック
③OKをクリック

②読み込むＳＸＦ形式ファイルを選択

２．SXF形式ファイルの読み込み（２／３）
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読み込んだSXFファイルが表示される

２．SXF形式ファイルの読み込み（３／３）
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３．車道部地物の抽出（１／４）

①「表示」タブをクリック

②「プロジェクトワークスペース」をクリック
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①「レイヤー」を右クリック

②「非表示レイヤー」をクリック
※全地物が非表示となる

３．車道部地物の抽出（２／４）
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①「C-STR-STRZ-ROADWAY-POL」を右クリック

②「表示レイヤー」をクリック

３．車道部地物の抽出（３／４）
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３．車道部地物の抽出（４／４）

車道部地物のみが表示される
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エクスポート機能でKMLファイルを選択
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４．ＫＭＬ形式ファイルの出力（１／２）
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ファイルの種類は「ＫＭＬファイル」を選択

４．ＫＭＬ形式ファイルの出力（２／２）
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５．ＫＭＬファイルと地理院地図との重ね合わせ（１／２）

①「ファイル操作」タブをクリック

③「読込」ボタン
をクリック

②「参照」ボタンをクリッ
クしＫＭＬファイルを選択

地理院地図のWebサイト上での操作

http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse4/#zoom=4&lat=35.99989&lon=138.75&layers=BTTT
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５．ＫＭＬファイルと地理院地図との重ね合わせ（１／２）

アップロードしたＫＭＬ
ファイルが表示される


